
そしてしばらくたつと 「ああ、ね、

むたい。なんだかまっ赤なものが、

モーッと、まぶたの上へかぶさるよ

うな気がします。しばらくごめん下

さい 」と言いながら、いきなり長。

いすの上に横になって、目をつぶっ

てしまいました。王子はそれでもけ

っしてゆだんをしないで、じっと王

女のようすを見ていました。すると

王女は間もなく、すやすやとね入っ

てしまいました。王子はその長いす

のそばのテーブルのところへいって

ひじをついて、手のひらであごをさ

さえながら、まばたきもしないで、

王女の顔を見つめていました。とこ

ろがそのうちに、王子はだんだんと



ひとりでにまぶたが重くなって、い

つの間にかコクリコクリといねむり

をはじめました。ブクブクやナガナ

ガや、火の目小ぞうは、さっきから

一生けん命に耳をすましていました

ところがちょうど王子がねむりかけ

るころになると、この三人も、同じ

ようにねむけがさして、とうとうコ

クリコクリとねてしまいました。王

女は王子がグッスリとねむってしま


